
ます。駅伝大会など様々なスポーツイベントが開催さ

れており高の原のスポーツの中心地と呼べる場所で

す。

②兜谷公園

この公園も面積約40,000㎡と広く、野球場、テニス

コートがあります。

・府県をまたぐ石のカラト古墳

　この府県をまたぐ緑地を、奈良市側では神功1丁目緑

地、京都府側は八重桜の森と呼ばれています。　

石のカラト古墳は、古墳時代終末期の8世紀初頭頃の築

造と推定されている上円下方形です（この形状の古墳

は珍しく全国でも10例以下といわれています）。

４.住民提案による公園の魅力アップの動き

①神功池公園（平城第4号近隣公園）

　開園から30年以上の時を経て不都合も生じてきまし

た。そこでこの公園をより魅力的なものとするため神

功池公園魅力アッププロジェクトを実施することとし

ました（2023年7月～）。

ⅰ　池の水質改善。池への水の流入量が少なく水質が

　　悪化しているので流入量を増やすことにより水質

　　改善を目指します。

ⅱ　樹木が大きくなり、また勝手に生えた木も増え見

　　通しや景観が悪くなっています。好い景観を損ね

　　ている樹木の伐採や大きな木の枝を切ることによ

　　り良い景観の回復を目指します。これら作業のう

　　ち低木の伐採など住民ができることは住民の手に

　　より実施することを想定しています。　　

ⅲ　多目的広場の設置

　　この公園は、神功秋祭りやトライアル・サウン　

　　ディングの会場して利用されてきました。それら

　　大規模行事を実施する場合、出店者・出演者など

　　の駐車場が必要となります。これまで旧神功小学

　　校の校庭をお借りしていたのですが、閉校により

　　校庭がなくなりました。そこで、公園内の一部を

　　必要な場合には駐車場にも使える多目的広場の設

　　置の提案をしています。

ⅳ　トイレの建替えや、州浜の改修なども申し入れて

　　います。

ⅴ　これらのことを実現するためにはそれなりの費用

　　が掛かります。それを賄うために、ふるさと納税

　　や各種寄付を集めることも課題となりそうです。

②平城第3号近隣公園　

　住宅地域内の公園を活用して個性と魅力あふれるア

ミューズメント・ゾーンを創り出す。子ども達が安心

して遊びまわり、大人たちも憩いの場として人と人の

交流が広がり、誰もが気軽に楽しめる。公園に多くの

人が集まり、地域の活性化につながるような「奈良市

トライアル・サウンディング事業」に協力して色んな

イベントを実施してきた中で特に盛り上がったのが

「奈良市公園夢プロジェクトお月見会(右京地区お月見

会)」でした。

　「令和5年度の中秋の名月」はコロナ明けもあり、近

隣公園に人々があふれんばかりの大盛況。

１.歴史遺産と自然環境を配慮した公園

　平城山(ならやま)丘陵(きゅうりょう)と呼ばれたこ

こ高の原には、多くの遺跡がありました。「石のカラ

ト古墳」「押熊瓦窯跡」「歌姫瓦窯跡」「音如ケ谷瓦

窯跡」等です。また、緑豊かな自然に恵まれていまし

た。ニュータウン開発にあたっては、これら遺跡や緑

を公園・緑地として保存・活用されました。また、公

園の配置にあたっては近隣住区論に基づき各住区(小学

校区)に一つの近隣公園といくつかの街区公園、4つの

住区に一つの地区公園が設置されています。

　その結果、奈良市側には、地区公園1カ所、近隣公園

5カ所、街区公園18カ所、10カ所の都市緑地がありま

す。

　木津川市にも、地区公園1カ所、近隣公園3カ所、街

区公園6カ所が設置され、精華町桜が丘にも近隣公園1

カ所、街区公園4カ所が設置されています。

２.公園の愛称

　相楽ニュータウン側の公園には、みはらし台公園・

ひだまり公園・ふじだな公園などの通称が付けられ住

民に親しまれてきました。

　ニュータウン街びらき50周年を記念して、奈良市側

の公園についても住民が親しみを持てる愛称を付けよ

うということになり、各公園の愛称が決まりました。

例えば、神功池公園、どんぐり公園、ピエロ公園、朱

雀ふれあい公園(50周年事業に先立ち2019年に決定)等

です。

３.特徴のある公園

・プールのあった公園　平城第３号近隣公園

　この公園には、1975年に奈良市営平城プールが開設

されました。25メートルプール、ファミリープール、

幼児用プールがあり多くの子どもたちでにぎわってい

ました。しかし、少子化の影響で利用者が減少し、更

に老朽化も進み2008年をもって閉鎖に追い込まれまし

た。プール跡地は通常の公園と右京ふれあい会館とし

て利用されています。

・池と「水神さん」のある公園　（神功池公園）

　この場所には、灌漑用の菅池上、菅池下という二つ

の池があります。水蓮の花も咲き、野鳥も沢山いま

す。春には桜が沢山咲き乱れ人々を楽しませてくれま

す。この公園には「水神さん」と呼ばれる祠があり、

毎年行われる神功秋祭りでは、宮司さんに来てもらい

祝詞を唱えていただいています。

　この祠の起源について次のように伝えられていま

す。開発前、石のカラト古墳の西方向に「コウズイさ

ん」と呼ばれる雨乞いの神様が祀られていました。

　この地も開発区域に入るため「コウズイサン」は押

熊八幡神社に引き取られました。神功地区住民の中

で、神社が欲しいとの声が出て、押熊八幡神社から

「コウズイさん」の神分けをしてもらって池公園に祀

るようになったとのことです。

・万葉の草花を楽しむ散策路（万葉の小径）

　高の原西部に東西約300ｍの小径があります。

　36種の万葉植物と万葉集の山上憶良、大伴家持、持

統天皇などの作品が紹介されています。また、「万葉

人の時代」「万葉人と植物との関わり」「万葉人の

衣・食・住」「個々の植物と万葉人の思想や生活との

関わり」について解説が書かれています。

　春に芽吹き、花咲き、夏に繁り、秋に紅葉し実をつ

け、冬に枯れる。そして次の春に再び命をよみがえら

せる。あるいは、冬も枯れずに一年中緑の葉を繁らせ

る木もある。かわいい花をつける野の草もあれば、天

を覆うばかりに繁る大樹もある・・・

・スポーツ施設のある公園

①朱雀ふれあい公園(平城第2号公園)

　面積55,684㎡の大公園です。

　ここには4面のテニスコート、野球も出来る球技場、

ならやまコミュニティスポーツ会館（体育館）があり


